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結 論
日 
1907年 Windausu. VOgt(l)等が始めて Histamin(以下 Hと略記する)を合成し， 1919年 
Hが姿角中にKutscher，. 
た。 H 或は化学的には戸占nidazolethylaminは白色の結晶で諸種動物の臓器組織血液並に体
液内には多少の差とそあれ含有せられ一種の組織ホルモンとさえ考えられているo Hの源を
たナ回stidinは一種のアミノ酸で薬理学的には無為のものであるが，その一分子の無水茨酸
の股出により強烈で特異た薬理作用をあらわす H になるのである。とれらの合有 H が一時
に併離するたらば動物は死に至るのに充分であるがとれらは無害た形で存在し，必要に応じて
活動性のものに変化ずると考えられている。 1930年 Feldbergu. Schilf仰は H に関し詳細
に発表し，爾来プトマイン中毒を H によって設明しようとし，或はベプトンショック，アナ
フイラキシ{ショックと H との関係など多くの研究があって，その薬理学的意義が重要腕さ
れているが，その作用除複雑多岐で倫多くの探究すべきものがある O 殊に植物神経との関係に
就ては H が交感神経，副交感神経に作用ナるか細胞自身に作用ナるかは充分明らかとはいえ
Ba'rger u. Dale(2) を発見して以来 H は学界の注目する所とたっ
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ない。そとで荘、は血液又は臓器組織内の H 量を定量しその関係、を窺い，叉副腎との関連に就
ても追究した。 
E 実験方法
実験には主として家兎を用い，時に白鼠を用いた。 
H の定量に就では Barsoumu. Gaddumゆが血中 
H 定量法を発表しで以来， Codeくりは更にその法を
改良簡単に，叉 To町 as-Wahlberg(G)，Riesserの等
は今迄の不確実なる根拠を示すととに成功した。
布、も玄た Barsoumu. Gaddum法の Codeの変
.法に準拠して実施した。 
a. 血中日定霊法 
血波 5ccを採れ 10%三塩化酷酸 10ccの中に
入れ， 1時間以上放置し，それを憾過し沈澱物を 5%
三塩化酷酸 5ccで 2凶洗蘇ずる。次に全鴻践を分
.離漏斗に入れエーテJレを加えて 4，5回振藍し， 5%
三塩化酷酸 5ccを加え 1時間煮沸L，其の間蒸発
を防「為水を加える。次いで抽出物を熱湯中に於で
員空乾燥蒸発せしめ，残?査を飽和食塩アノレコーノレ 
(2+2+2) cc. をもつで 3回抽出し，アルコール
抽出物を漉過し民主主乾燥蒸発せしめ，残t査を 2ccの
水に溶解させ竺 NaOHを以て中和し中性とする。
10 
街中性列定には Bromthymol blue試験紙を.用い
た。
生物学的定最法として一般に使用せられるものは
(8) zp.滑筋の収縮作用を応用するもので，とれには
海旗ゅの腸が用いられるが，定量法の重要性を考
慮し若干吟味してみるとi往復の腸の感受性は頗る銑
敏で就中廻!場部が著しい。
腸管の感受性は Guggenheimu. L谷町lerは 112・5万
渡辺は 1110万，秋山は 1/400万である。といってい
るが， 私の実験に依れば， 下部l陽管は突に 1/600万
の日によって収縮を認める。恭し・!腸管別出後の時
間の経過に依る感受性の減弱!変は.特に著しく 3時
間後の成践は全〈信用し得ない。海猿腸管のH
定量に際しでは先ずj場管に迫当の Atropinを作
用せしめ Acety1cho1inに対する感受性を低下せし
めたものを使用ナる要がある。然し Atropin作用 
下に於ては，腸管の Acety1cho1in に対ナる感受性
の低下と共にHに対ナる感受性もdJ、之に件ってj成弱 
する。叉西山は 1110万Atropinの作用下に於て海
誤腸管は AcetylchoIin に対し全〈反応'l:!:"ず，従つ
で定量に際しては 1110万Atropinを先ず.適用し，
而して此の場合に於ける海猿腸管CDHに対する感受
性は 1/200万~ 1/500万に低下ナる。従って海棋は
1/500万以上の濃度の定量に使用し得ると，秋山も
又前惑の如( 1/200万以下では区別困難であるとい借
っている。命秋山は緊張上昇度に依りH定量を決定
しようとしたが，小腸は応用後その内容液を洗綜ナ
ると常一定の緊張を保有せず或る場合には著し〈下
降し，又は上昇を示ナものがある。
然るに H応用後 1/10万Atropinを応用すると緊
張を下降させその後洗瀧すれば緊張は略々一定する
と云い Guttentag，Tarras Wahlberg等もとの方
法によっている。
抽出物は Magnus法に依れ又栄養管は私の考
案したもので内容 10ccの阿倍の底部に洗i陰口を作
!J洗襟を使ならしめた。 Tyrode液中に海狽腸片
(長さ 1--1.5cm)を懸垂し額粁を用いて緊張の変
化を描記ナる。
液の PH7.2を用い栄養管内の温度は 370__380 C 
を保ち，常に一定蓮度に気泡を主主って酸素を充分に
供給ナる。浴槽の温度は常に 390__400Cに調節し，
更に洗百庭用 Tyrode 波もZJj~ 370 ---380C に温b注入
日は 0.1粍とした。
海擦は体重 150g前後のものを用いて之を 24時
間絶食会せで後頭部に一撃を加えて撲殺した上両側 
頚動脈を一挙に切断して失血させ直ちに開腹小腸を
射出して Tyrode液中にλれ室温に放置する。 H
は武同製塩酸Hを用いた。
以上の方法に従って小腸下部を採れ緊張を略々
一定とした後毎回 Atropin添加に依り緊張を一定
ならしめて後実験に供した。 
b. 組織H量の測定法 
Best & McHenrγ 法により粉砕した臓器組織に
約 2.5倍の濃堕肢を加え逆流冷却装置白下に煮沸さ
せ，次いで 950Cで 30分間加熱して長空内で乾燥
濃縮し夜、直を 95%アルコールで 2--3回浸出した
後民空蒸i留で乾燥せしめ，践、直を蒸溜水に耳元 !J40% 
NaOH液で中手nし次で混合成を耀過しで符たる液
を検定、に用いた。
E 実験成績
1.正常家兎血中H量
家兎血中H含有量に就では翫に多くの報告がある
が，其の成績は報告者によって異り極めて区々であ
る。そこでこのような成績の相還を吟味ナる為に次
の基礎実験を行った。
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a. 回定後の採血H年間並に採血間隔主血中 H c. 季節によ之3彰響
量との関係。 、 季節を 4季即ち春く3，4，5月〉夏く6，7，8月〉秋
家兎を固定台に回定し頚勤!眠を露出させ，回定後 く9，10，11月〉各く12，1，2月〉に区分する場合，
種々異る時間に採血し固定によ之5血中 H 量に及ぼ 春 1.0"，，3.3yIcc，夏 0.2--5.0y!cc，秋 0.5--5.0yjcc， 
ナ影響に就き検索し更に種々異る間隔に採血してそ そ 0.14--6.0yIccで実験に徴すると春が一番安定し
の影響を観察した。 ‘ ているようにみられた。
固定後 2時間， 6時間， 8 時間後に各採血しJ~の d. 連日採血の血中 H 量に及ぼす彰響
H 量を検する之第 1表の如(H 量は翰動揺する。 ， 24時間毎に 1回 5ccを採血し其の際に於けと3血
第 1表 中日量を検ナると第 5表の知〈多少の動揺はある 
5 が，同一個体に於ては略同じ値を示した。 
h 間 一v a//rCC 6時間 8時間 
l一一一一一一一一 第 5表 
0.5 1・0 
q M目 " -寺町
一 ZLL一一一005一一 
エポ可|函FHI~石l第 5 日0.5 1.0 
1.0 1.3 
回定後 3 時r~~ ， 
場合
3時間 
2.0 
1.5 ' 
3.。 
4時間， 7時間後に各採血した
第 2表 
一一一回一一寸
4時間 7時間
一一一一一L一一一←一一一一
1.5 2.5 
1.0 0.8 
2.。 1.5 
同定後3時間， 6時間， 9r年間後に採血せる場合
に於ては殆ど変動を認めない。
第 3表 
3時間 6時間 9時間 
0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 
.0.6 0.5 0.5 
そとで時間を退って H 主主をみる場合には回定後 
3時間目より 3時間毎に採血した。
家兎に於て回定後3時間自に採血した 65例の血
中 H 量は平均 1.37土0.17yjccであった。
向先人の成績を挙げると下記の如くでああ。
第4'表 
l.u. _._ IFeldber叉u.1 T>.
Gaddum 1 ~ ~AS;hiIf -'1 Ri横山 1
H量 γ/cc I 
19.6 0.7-1 I1.0-3.0 I 1.1 
b. 動静脈別に依る影響
動脈血 18例平均 2.09土0.398yjcc，静肱血 47例
平均 1.92土0.193y!ccで動静肱血に依る差異は殆ど
認bられな恥った。
2.05合 
2.2 合 
2.3 合 
2. Adrenalin投与の血中 H 量に及ぼナ膨響
交感神経末梢興奮と血中日量の関係を知る為に 
先ず家兎を回定台に固定後 3時間目に頚動脈よ P採 
血し探血後 3時目に Adrenalinの 1万倍， 10万 
f倍音， 叩1 倍舟溶液の 3種を各 O.lcc/kg fi00万f 官抗?
後採血して H f宣萱手託:を計る。
成績は第 6表に示ナ如く 10万倍， 100万倍 Adre-
nalinを投与した場合には僅かに H 量の噌加を認
める程度であるが， 1万倍溶液では呼吸は一時抑制
された場合血中日量は金例著明な指加を認めたd
 
a. 100万倍の場合 (Histamin量 rjcc.)

第 6表

体重 kg 注射前 注射後 
0.2 0.52.0 合 
0.14 0.21.64 合 
1.0 1.33.2 合 
b. 10万倍の場合 

第 7表

体重 kg 注射前 注射後 
3.02.51.8 ♀ 
♀. 3.0 3.02.0 
2.01.01.8 合 
2.0 2.01.64 合 
2.0 ♀ 3.3 3.3 
1.0 1.01.8 合 
0.8 1.01.6 合 
2.2 
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c. 	 1万倍の場合
第 8表
体重 kg 注射前 注射後 
FhuQUFhd n
1.5 合 0.2 
dnu1.8 ♀ 3.0 
2.0 ♀ 3.0 
3. 上頚神経節切除並にー切除後の Adrena1in 注
射の血中 H 量に及ぼす影響
検査方法は第 1日固定3時間後探血し其の後頭部
に於で両神経節を別出切除し，第2日は第 1日同様
固定 3時間後に採血し更に 3時間後に 1万倍 Ad-
renaIin O.lccfkg を静注し直後採血し，爾後毎日
第2日自の方法を繰返す。
第 9表の如〈上神頚経節切除に依 IJ H 査は多少
りに 
変動を見るが，切除後 Adl・enalinを静注ずると上
頚神経節が健在日寺に.AdrenaIin 争注射した場合に
殆ど変化がないか僅に弔えるのに対し別出後には柏
減少ナる。
び股動脈よ P採血し，血中 H
体111暗号r 量を副.u定ナる。第 12表。知< 2% Procainでは何等彰響を認、 b
ないが 5%に於ては明かに H 量の著明な噌加を
認めた。 
，4. AcetyIchoIin 投与の血中日量に及ぼす彰
響
副交感神経との関係を知る為に先ずAcety1cho1in 
O.05mgjkg を静注して後採血し H 荒をみると 
Acetylcho1in 投与により血中 H 量は直後には一
過性に減少した後に帯加する。
家兎 In-~ 1_. I 
番号|体重 kg I 

1 
 0.5 0.3 2.0 3.5 
2 1.2 1.0 3.5 4.0 
0.4 0.5 2.5 3.53 
5.	 迷走神経マ切断の血中 H 量に及f~fナ影響
頚部に於て両側迷走神経を露出せしめ 3時間後に 
採血，直に両神経を切断末梢側に電気刺磁を行い爾
後 1時間， 4時間， 10時間， 24時間に各採血し定
量した。 
Riesserは迷走神経を刺戟ナることにより多少血
中H量が指加ナると発表しでいるが私の実験に依れ
ば第 11表の如く明かに H量の増加を認めた。迷走
神経切断に工る呼吸困難によるH量の変動と考えら
才Lる。
兎家
番号 
0.2 5.0 
2 
1 
8.0 
3 
2.0 
1.0 6.3 
2.70 ♀ 2.0 3.5 4.0 
2.35 ♀ 4.0 7.0 6.0 
2.50 ♀ 3.0 4:5、 5.0 
6. 頚動脈洞 Procain塗布したる場合の血中 H
量に及ぼす影響
家兎を固定し両側頚動脈i同を露出せしめた後3時
間後に股動脈より採血した後両頚動脈洞に 2%，及
び 5%の Procainを塗布し 10分間放置その後再
a. 2% Procain塗布の場合
第 12表
家兎番号|体重 kg j塗布前
1 0.52.5 合 
2 0.32.0 合 
2・5 合3 1.0 
b. 5% Procain rD場合
第 13表
家兎番号|体重 	  kg I塗布前
1 1.02.5 合 
2 1.0 
3 
2.0 合 
2.0 
4 
2.0 ♀ 
1.01.8 ♀ 
塗布援、 
0.5 
0.3 
1.2 
塗布後 
5.0 
2.0 
5.0 
3.3 
7. 	 副腎別出の血.中 H 量に及ぼす影響
日と副腎との関係に就でみる為に副腎の別出実 
験を行った。
a. 	 ー側刻出の揚合 
第 3号 千 棄 医 学 会雑
誌 一229，ー
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家兎番号|体重 kg 
2.0 2.5
1 2.6 2.0 
 2.0 3.3 

3.3
2.7 3.3 
 3.5
2.5 
 4.0 
Qua
1.65 2.5 
 3.3
3.0 3.3 
 3.3 

3.02.5 
 2.5
2.5 2.5 

3.3
3.0 3.3
5 2.7 3.0 

5.05.0 5.02.4 3.3

♀合合合♀♀合合
5.05.0 5.53.32.4 
2.5 3.5
3.08 2.5 2.5 

世
ワ 何  
67 

10. 副腎別出後 Adrenalin静注の彰響
副腎別問によ !J H 設の変化が著しいがその場合 
に Adrenalinの注入は知何で、あろうか。健康家兎 
では Adrenalinの注入によってさきに示したよう 
に H 貴の噌加がみられるものもあるが副腎別出家・
兎に於では第四表の如く H 量は Adrenalin静
注の前後に於て殆んど変動を認めない。 
第 19表
家兎を固定後3時間自に股静脈上 P採血し其の後
一側副腎を別出しその後毎日回定 3時間後に採血を
続けた。とれによると第 14表の如 (H景はー側
別出ではは.じ占うは著しい変動は認占うられないが漸次
噌加の傾向を示しでいる。
b. 両側別出の場合
一側の副腎を別出後1週間後に他側を別出した場
合には第 15表の如くその結果は別出後 30分， 1時
間 30分時の H 畳は共に明かに噛加を認めるb 
c. 両側同時刻出の場合
両側副腎を同時に別出し，射出後時聞をおいてH
丑を定申:ナると異時刻問時よりも H 景の噌加は著 
明でる之~o 
a. 一側の場合 
  
第 14表

第 17表
血 波|胃|小腸|肺
対照|副刻|対照|語版。|対照|副易雨可副別 
110.
1.3 I2.0 91叫 3.0 110.51 6.0 110.5 

とれによると Hは胃腸に於で著しい事がわかる。 
9. 内臓神経切断の H 景に及ぼす移響 
Schultze の方法により両側内臓神経を同時に切
断し，経過を見ると第四表の如く H Jr:は明かに噌
加を認めた。 
第四表 
2 

3 3.5 

b. 一側別出後 1週間後に他側別出の場合 
第 15表 
7.0 
4.5 
1 
3.5 
2 
3 
c. 両側同時刻出の場合
第 16表
l-;';~， LU*-: I別国後十別出後家兎番号|体重 kg I別出前| 30分 li時間30分
 
1 
 3.8 

4.5 

3 

2 

7.0 
8. 副腎別出時の血液及び諸種臓器中の血液量
両側副腎別出動物に於て H 量を計ると次哀の如
〈血液に於では初期には著変がないが漸次暫加ナ
ミ>0との時に胃，腸，肺に於ける変化をみると胃腸
に於ける噌加は著しい。 
家兎番号
体重 
kg 
1 

2 

3 

11. 

副腎別出動物に於て Ach注入時の作用をみると
両腎別出後 0.05mg/kg ，Achを静注した場合に
は健康家兎に於で Ach注入直後にはむしろ H 長
の減少を認めるのに対し第 20表の如く注射により 
明かに H 量の著しい帯加を認占うた。
第 20表 
副腎別出後 AcetylchoIin注射の移響
7.0 
2.5 
2 
3 
12. 
 H 投与の血中日最に及ぼす彰響 
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H を静注ナミ5と血中 H 量はまもなく E常に戻
り組織へ移行ナミ3。又逐目的に H を注入して血中 
H 景を計ると漸次減少するのがみられる。 
13. 副腎別出後 H 静注の影響
Acethylcholinの場合と同様両側副腎別出後に
0.2 mg/kgの H を静注しその後時間的に血中日
量を測定ナると第 21表の如く健康動物の場合に比
べ H の注射に上り H 景の噌加は著しくその持続
の長い事を認めた。
第 21表
家兎番号|体重山リ出前 I~誌flW13時間 
1 I2.1合 I1.0 I2.0 I4.5 7.5 
2 I2.5合 I1.5 I2.5 I5.0 I6.0 
3 I1.9合 I0.2 I1.5 I3.0 I4.0 
14. 副腎別出動物に於けあ血中 H 量の変劫に及 
v;fナ皮質ホJレモンの影響
ドfij側副腎別出により血中 H が帯加するのに対し
教室に於て青木の調製せ7る豚副腎皮質より抽出した
皮質ホルモシを与えeと失表の如く血中 H量の変
動は抑制される。
第 22表
皮質ホ Jレモシ注射 
L 
家兎番号|体重kg!別出ず|別出後13時間16時間l l ー|加分 I~">.r I"J I 
ーよワ白 
15. 副腎別出後日投与に及ぼナ抗日剤の影響
抗 H剤には Restaminを用い両仰j副腎射出動物
に抗 H剤 10mg/kgを静注し 30分後に Histamin 
0.2mg/kgを静注直後採血ナ否。
第 23表に示ずが如く抗 H を投与しない場合に 
比べ H 長の晴加は抑制されるがその作用は一時的
である。
第23表 
1'(-t-.~ 17~ 1a，1u-t~~ 1別出後 1Q n-x.f<E!1家兎番号|体重kgl別出前 |3ο分 ¥3附引 6時間
2.5 3.5 
2.8 3.0y t l Q U  
2.2 4.5 
総括及び者按
教室に於ては先年来血液或は臓器組織内の諸成分
就中 K，Ca，Acetylcholinの市長に就て研究して
いるが私は生体内成分として重要なる Histaminに 
就て研究した。 
血液中或は組織内 H の定量には化学的定量法，
生物学的定量法があるが私は Barsoum& Gaddum 
法の Codeの変法に従ぃ Magnus装置による海棋
小腸舎による生物学的定量法を選んだ。海誤小腸管
滑平筋は H に対ナる感受性が極占うで強<，中でも
中部腸骨は振子運動も著しくなくその判定に便利で
実に l/r，OO万の定景を行い得た。但し海蹴小腸管は 
Acety lcholinによっても緊張上昇がみられるので
とれを区別する渇に予め Atropinをもって前処置
ずる必要がある。
叉諸家の成績を見ると H量は安定性を欠くきら
いがあるが私は種々の基本的実験を行った結果動物
を固定器に縄縛した後概ね3時間後に採血を試みる
と H査の変動は比較的少(，その後の採血も出来
るだけとの間隔をおいた。
連日採血も採血回数が歩ければ大まな彰響はなく
同一個体は略同一の値を示した。季節的tこはく3，4，
め月が一番安定であった。 
65例の正常家兎の血中H:m:は平均 1.37土0.17i'/cc
でこれは先人の示した値と略一致する。
植物神経系と H との関係に就てみると H を注
入した場合には殆どすべての植物性の臓器に興審又
ー よ  
ム
q
qd
505124L
1.2 は麻痔的にはたらくが交感神経に就ては H が交感
2.0 
1.3 
神経を麻痔ナミ3か， Adrenalinと拾抗してそD 作
用を遮げるかわからない。 
Eichlerによると Adrenalin を注入した場合に 
H を遊離すると云v~ ， Lambert &RosenthaI は
交感神経を刺掛ナると H様の物質が遊離するとい
う。
私の実験で頭部に於て交感神経を電気刺搬すると
f 血中日景は一時噌加ナる。叉 Adrenalinを静脈注
射した場合には小景では血中日 には変動がないが
大量投与により噌長がみられる。肺気睦の場合には 
H の噌量がみられるというが大量 Adrenalinに
よる一時性無呼吸が噌力lfの原因のーっと考えられ，
、又筋収縮殊に心運動の過多によっても帯畳がみられ
たもので注うろう。
頚部に於て両側上頚神経節を切除した動物では， 
H 量はむしろ減少す与のがみられた。
副交感神経に関しでは小笠の H の胃液分泌に対
第 3号 千葉医学会雑誌 -231-
ナる作用は Atropinで完全に除かれoε いうが大
景のH作用は除かれないから大量のHは細胞そのも
のを伎し，小量のものは分泌神経機構に作用すると 
考えている。 
Riesserによると迷走神経刺酸では血中H畳が噌
加ナると云い MacGregor & Peatによると肺臓濯
流液中のHは迷走神経刺搬によってみるべき程の差
異は認bられないという。私の実験では頭部に於け
-O迷走神経の電気刺搬によって血中H設の噌加は著
しい。 
AcetyIcholin を静脈内に注射した場合には注射
直後には血中Hは一過性に減少するがその後徐々に
棺加する。
頚動脈i同に 5%Procain を塗布して洞神経を廊
痔させた後には血中日景は著明な帯加を認める。と
れは Procainによ忍調圧神経の遮断に土り一過性
に血圧が急上昇した為のシヨヅクによるものと考え
られる。 、
Hを静脈内注射ナミ5と副腎からの Adrenalin分
泌を克めるといわれ，副腎とHとは密接な関係があ 
ると考えられているが尚充分には知られていない。
相、の実験に於てはー側副腎を別出した揚合には逐
C1日量が暫してくるが両側副腎の別出では更に'1衣血
著明になる。然しとの揚合の臓器内殊に腸などに於
けるHのま首大は著しく Hが組織の一部に転移してゆ
く有様が知られた。
Karady，Rose & Browne は副腎別出を行うと
Hに対ナる抵抗は弱主!J， ζれは組7識に於げるH分 
解酵素くHistaminase) の欠乏によると考えてい
る。又腹部に於ける内臓神経を切断した動物に於で
も血中Hは漸次婚してくる。ととろが副腎別出動物
に対し Ace:tylcholinを注入すると健常時に比べ著
しく噌加する。
Hを静脈内に注入すると血中H量は一時晴えるが 
間もなく E常にかえれ組織に移行ずる。叉同じ量
のHを逐日的に注入しているとH量の変動は逐次減
少に傾き Tachyphyla玄ie現象を示ナ。然るに副腎
別出時の動物に於てはHを注入すると血液及び組織
からのHの消失時間は著しく遅れHの破壊はそとな
われている。との場合に教室調製の副腎皮質抽出物
を投与ナるとH量の変動は抑制される。
以上の事から副腎は植物神経機能の調節にもHの 
分解機能に対しでも役割を演じている事を示してい
-Oo 
抗H剤はHによるシヨヅク或は各種のアレルギー
性の症状に対し拾抗するといわれ，副腎別出動物の 
血':ftH量の噌加に対しでも抑制的に作用するがその
作用の持続時間は短い。
結 論 
1.正常家兎の血中日量は平均 1.370.17γjccであるO 
2.頚部に於ける交感神経電気刺激により血中H量は増加ナるO 
3. Adrenalinの注入でほ小量では変化なく犬量では血中H量は増加するO 
4.上頚神経節の切除後には Adrenalin注入により血中H畳はむしろ減少がみられる O 
5.頚部に於ける迷走神経刺激によってぽ血中H萱ぽ著しく増加する。 
6. AcetyIcholin を注入した場合には直後は血中日量は一過性に減少し組織に増ナが後漸次
血中に増加iナるO 
7.頚動脈洞に 5%Procainを塗布ずると血中H量は著明に増加する。 
8.ー側叉ほ両側副腎刻出は血中H量を増し臓器内殊に腸に於ける増加Iば著しい0 
9.腹部内臓神経切断は血中H量を漸次増加せしめるO 
10. &rJ腎別出動物に Adrena1inを注入すると血中Hj査は著しい変動を肴きたい。 
11.副腎刻出動物に Acetylcho1inを注入すると血中日景ははじめから著しく増加ナるO 
12. Hを静・注ナると血中H量ほ一時増加iし問も恕く正常にかえり逐目的注射で Tachyphyla-
xie現象を示ず。 
13. 副腎刻出動物でほH注入により血液及び組織からのHの消失ほ著しく遅れるO 
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14. 副腎刻出動物のH量の変動に対しては皮質拍出物tfd:調節的に作用するつ 
15.抗H剤の作用は皮質拍出物に比べ一過性であるO
16.植物神経系ど血液或ぽ組織内H量との間には密接注関係がありとれらに対して副腎皮質ば
調節的危役割を演じているものと考えられる。
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